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土
日
の
郵
便
配
達
が
行
わ
れ
な
い
為
、
卒
塔
婆
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
は
お
早
め
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
大
（五
尺
） 

二
千
円 

 

●
中
（
三
尺
） 

一
千
円 

●
小
（一
尺
） 

五
百
円 
今回は、「如来寿量品第十六」について学びます 

秋
季
彼
岸
会
大
法
要 

九
月
二
十
三
日 

秋
分
の
日
・祝
日
（金
曜
日
） 

十
二
時
よ
り
法
話
・ペ
ッ
ト
供
養
・法
要 

此
の
妙
の
珠
は
昔
、
釈
迦
如
来
の
六
度
の
功
徳
を
妙
の
一
字
に
お
さ
め
給
ひ
て
、 

末
代
悪
世
の
我
等
衆
生
に
、
一
善
も
修
せ
ざ
れ
ど
も
、 

六
度
、
万
行
を
満
足
す
る
功
徳
を
あ
た
へ
給
ふ
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

（
日
妙
聖
人
御
書
） 

お
彼
岸
は
、
お
題
目
を
お
唱
え
し
、
善
行
を
積
む
時
節
！ 

ロ
シ
ア
軍
侵
攻
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
惨
事
は
悲
惨
な
極
値
を
極
め
、
世
界
の
秩
序
を
狂
わ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
世
界
の
情
勢

に
眼
を
や
る
と
疫
病
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
ら
ず
、
猛
暑
が
続
き
、
ま
た
各
地
に
大
水
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
何
か
が
狂
い
は
じ
め
て

い
る
！
仏
様
は
お
彼
岸
の
期
間
に
「善
行
を
な
さ
れ
」
と
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
「良
い
行
い
」と
は
ど
の
よ
う
な
行
動
で
し

ょ
う
か
？
そ
れ
は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
以
外
の
誰
か
の
た
め
に
す
る
行
い
を
い
い
ま
す
。 

例
え
ば
電
車
の
中
で
あ
な
た
が
、
お
年
寄
り
の
方
や
身
体
の
不
自
由
な
方
に
席
を
譲
っ
た
と
し
ま
す
。
あ
な
た
の
そ
ん
な
姿
を
見

て
心
を
動
か
さ
れ
た
人
が
い
て
「
私
も
こ
ん
な
時
は
席
を
必
要
と
す
る
人
に
譲
っ
て
あ
げ
よ
う
・
・
・
」
と
思
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
。
あ
な
た
の
小
さ
な
善
行
が
別
の
人
の
善
行
を
呼
び
、
次
々
と
そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と
し
た
ら
・
・
・
。
や
が
て
あ
な
た
が

杖
を
つ
く
立
場
に
な
っ
た
時
、
電
車
の
中
で
席
を
譲
っ
て
く
れ
る
人
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
此
の
こ
と
が
仏
様
が
申
さ
れ

る
「
因
果
」
な
の
で
す
。
あ
な
た
が
積
む
善
行
は
、
自
分
以
外
の
人
の
た
め
に
す
る
の
と
同
時
に
、
自
分
の
為
に
す
る
積
立
貯
金
の
よ

う
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。 

お
彼
岸
は
私
た
ち
の
心
を
害
す
る
煩
悩
す
な
わ
ち
三
毒 

（
貪
り
・
瞋
り
・
愚
痴
）を
抑
へ
、
ご
先
祖
さ
ま
か
ら
戴
い
た
生
命
と
身
体

に
感
謝
出
来
る
心
を
養
う
よ
う
自
ら
仏
道
を
行
ず
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
仏
道
と
は
、
日
蓮
大
聖
人
は
本
地
本
門
法
華
経
の
南

無
妙
法
蓮
華
経
の
功
力
に
よ
る
信
心
力
で
仏
の
智
慧
＝
仏
智
見
を
修
得
し
仏
様
の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
く
事
で
す
と
御
指
南
な
さ
れ

ま
し
た
。 

 

さ
あ
、
ご
先
祖
様
と
共
に
明
日
に
向
か
って
生
き
る
力
を
培
い
ま
し
ょ
う
。 

 

本
門
八
品
上
行
所
伝
本
因
下
種
之
南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

卒
塔
婆
建
立
供
養
で
、
ご
先
祖
様
、
有
縁
無
縁
の
各
精
霊
に
呼
び
か
け
、
功
徳
を
積
み
ま
し
ょ
う
！ 

 
 

  

７月 24日（日）盂蘭盆会施餓鬼法要 

   本年新盆を迎える精霊様はじめ、 

各家先祖代々 有縁無縁の諸精霊  

ペットたちの霊へ追善の水向供養 

を致しました。 

 

  

  

   

 



 法華宗のお寺を訪ねて・・・・ 妙
みょう

顕寺
け ん じ

  樹林寺
じ ゅ り ん じ

    松川善行上人  松川隆乗上人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙顕寺 本堂内 

 

樹林寺 ※大友宗麟出家得度の寺 

 

樹林寺 外観 

 

国宝 臼杵石仏周辺 夏の風景 

 

見事に咲いた蓮の花々 

周辺は、蝉の鳴き声と鳥のさえずりし

か聞こえません。 

 

⬅ ※国宝 臼杵石仏 大日如来像 

（平安～鎌倉） 

 

 

「いけばなと供華（くげ）の世界」 

NHK E テレ 2022 年 ８月３日放送 

池坊の華道家【IKENOBOYS】でもある、松川隆乗上人が出演されました。女優 

平祐奈さんに供華（くげ）をはじめお花をいける際の心構えや作法を伝授されまし

た。臼杵の歴史にも触れ、心温まる内容でした。 

※大友 義鎮（おおとも/おおども よししげ）は、戦国時代から安土桃山時代にかけての武将、戦国大名。キリシタン大名。大友氏 21 代当主。宗麟（そうりん）の法号

で知られている。洗礼名はドン・フランシスコ。豊後の王と称された。出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 

※国宝 臼杵石仏 凝灰岩の岸壁に刻まれた磨崖仏群。平安時代後期～鎌倉時代にかけて彫られたといわれる。作者・目的は不明。昭和５５年から１４年間に

及ぶ修復で、中尊の大日如来像の頭部が胴体と一体になる。平成７年６月磨崖仏では初めて国宝に指定された。 

 

大分県の東海岸に位置する市 臼杵市（うすきし） 法華宗のお寺 妙顕寺・樹林寺があります。住職が一昨年、熊本で

行われた「教学講習会」に出席の際、ご住職の松川善行上人に「いつか機会がありましたらお参りさせていただきます」

と約束していた事から今回のお参りが実現しました。妙顕寺は、紫陽花の季節、本堂の周りに咲いた紫陽花を見に、沢山

の方々が訪れます。妙顕寺から車で１０分ほどの樹林寺（副住職の松川隆乗上人がお守り）は、大友宗麟 出家得度の寺

として有名です。また臼杵市には、有名な国宝 臼杵石仏があります。 妙顕寺から車で１０分ほどの静かな所に４つのす

ばらしい石仏群があります。大祭の折には、臼杵の寺社の方々が総出で法要が営まれるそうです。 

 

一体になる前の大日如来像 

 さくらんぼクイズ  

問題……次の●に漢字を入れて、秋の俳句を完成してください。 

荒海
あらうみ

や ●●に横
よこ

たふ 天
あま

の河
がわ

 
「おくの細道」１６８９年 元禄２年  松尾芭蕉 

 

華道家元「池坊」の“イケメン”集団 ＝ “IKENOBOYS” 

華道家元池坊は花をいけた記録から 555 年の節目を迎

え、池坊華道を広くＰＲすることを目的に、花をいける”

イケメン”（花をいけるメンズ）集団 “IKENOBOYS”を

結成。花のように美しい”イケメン”たちがいけばなパフ

ォーマンスやワークショップ、メディア出演などの活動

を行い、伝統文化である華道の素晴らしさや奥深さを若

い世代へ発信します 

 

 

 

お名前 


